









































































































































































































































































年度　　林分　　月 葉 枝 殻斗 未熟果i実
成熟






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































凶 作 豊 作 年
林分リターの種類　　　　　　　　　　　　　窒素　　リン　カリウム　窒素　　リン　カリウム
小
葉
枝
ブナ林　花・果実
そ　の　他
合　　　計
花・果実の養分
量の割合（％）
22．89　　　　2．36
8．54　　　　1．07
2．52　　　　0．53
0．73　　　　0．12
34．68　　　　4．09
（　7．3）　　（13．0）
4．03　　25．60　　　2．64　　　　4．51
2．08　　　11．07　　　　1．39　　　　　2．69
　1．46　　　22、49　　　　5．44　　　　　10．51
3．98　　　3．86　　　0．64　　　　1．20
7．80　　63．02　　10．11　　　18．91
（18．7）　　（35．7）　　（53．8）　　　　（55．6）
トチノキ林
　　葉
　小　　　枝
　花・果実
　そ　の　他
　合　　　計
花・果実の養分
量の割合（％）
22．63
　1．54
4．41
　3．44
32．02
（13．8）
5．52
0．16
　1．17
0．70
　7．55
（15．5）
17．50
0．21
3．20
　1．82
22．73
（14、1）
23．51
7．48
24．05
0．77
55。81
（43．1）
5．73
0、80
7．39
0．16
14．08
（52．5）
18．18
LO3
20．44
0．40
40．05
（51．0）
備考：ブ　ナ　林
　　　トチノキ林
凶作年：1979年，豊作年：1982年と1984年の平均
凶作年：1984年，豊作年：1983年
が5～7年と最も長い樹種である。ブナ林に施肥すると結実を促進しかつ結実周期を短縮すること
ができるが6），これらの事実は結実に大量の無機養分を消費するということを物語っている。生殖成
長に消費する養分量が推定できれば，天然更新や採種林施業において施肥によって結実促進する際
施肥量の決定に大いに役立つ。
IV　摘 要
　鳥取大学蒜山演習林（岡山県真庭郡川上村）の標高700～750mの場所に生育するコナラ，クヌギ，
ミズナラ，ブナ，トチノキ林で2～5年間リターフォール量を測定し，同時にリターに含まれる窒
素，リン，カリウムを分析してリターの養分量を求めた。本研究の結果を要約すると次の通りであ
る。
　（1）1年間の平均リターフォール量は，コナラ林，クヌギ林，ミズナラ林，ブナ林，トチノキ林
で，それぞれ4．01，4．85，4．04，5．99，5．59t／ha・yrであった。このうち葉のリターフォール量は2．
40～3．59t／ha・yrであった。林分及び年度によってリターフォール量に差がみられた。ブナ林，トチ
ノキ林では豊作年に多量に着果し，全リターフォール量は凶作年の1．6～1．9倍に増加した。またブ
ナ林，トチノキ林では全リターフォール量に占める花・果実リター量の割合が豊作年に著しく増加
した。
　（2）リターフォールの季節変動は秋にピークを持つ落葉広葉樹型の季節変動を示し，葉は11月に
最も多く落下した。しかし，枝の落下は不規則であった。果実の落下は，未熟果実は6～9月に（た
だし，樹種によって多少差がある），成熟果実は10月に（ただし，トチノキは9月中・下旬）に多く
（14） 橋　詰　隼　人
落下した。花は開花後間もなく落下した。
　③　リターフォールの養分含有率は樹種及びリターの種類によって差があった。葉リターの養分
含有率については，窒素はコナラで最も高く，トチノキで最も低かった。リンは各樹種間に大きな
差はなかった。カリウムはトチノキで最も高かった。リターの種類別では，窒素とリンの含有率は
花・堅果・葉で高く，殻斗・果皮で低い傾向がみられた。またカリウムは堅果・殻斗・果皮で含有
率が高い傾向がみられた。
　（4）リターフォールの養分量は森林の種類によって差があった。窒素の還元量はナラ林，ブナ林
に比べてトチノキ林で少なく，リンとカリウムは逆にトチノキ林で最も多かった。五つの森林にお
ける窒素，リン，カリウムの還元量は，それぞれ43．14～56．39（平均51．74）t／ha・yr，5．19～10．
77（平均7．14）t／ha・yr，9．95～33．05（平均16．33）t／ha・yrであった。
　㈲　ブナ林とトチノキ林は豊作年に多量に開花・結実するので，豊作年には花・果実リターの養
分量とその全体に占める割合が凶作年に比べて著しく増加した。豊作年における全リターフォール
の養分還元量は，凶作年に比べてブナ林で窒素は1．8倍，リンは2．4～2．5倍，カリウムは2．4倍増加
した。トチノキ林でも1、7～1、9倍豊作年にリターフォールの養分還元量の増加が認められた。
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